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コロナ新時代を拓く
ジェンダー・ダイバーシテｲの実現に向けて

全国ダイバーシテｲネットワークに
期待する
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ジェンダーギャップ指数(GGI)
世界ランキングの警鐘！

2006年 2020年

アイスランド 4位 1位

日本 80 121
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 ジェンダーギャップはその国の潜在力で
もある

 ジェンダーギャップの是正が時代を切り
拓く



世界で進む女性研究者の躍進

 多様性は創造の源泉

 日本最大の潜在力は女性
研究者

 日本は女性研究者の増強を
重点推進してきた。しかし・・

女性研究者割合の国際比較



文部科学省
「女性研究者活躍促進事業」の展開

女性研究者研究活動支援事業
(2006-2016)

研究環境整備、意識改革、次世代育成

女性研究者養成シ
ステム改革加速事業

(2009-2014)
採用・養成・登用

ダイバーシテｲ研究
環境実現イニシアテｲブ

(2015- )
研究力向上、上位職への登用

研究リーダー育成

男女共同参画基本計画

科学技術基本計画



日本の女性研究者は増大！
しかし、国際比較での厳しさは変わらない

年

出典：総務省科学技術研究調査(2019)



（出所）日本学術振興会科研費データよりJSTが作成

男女別科研費（全種目）新規採択率の推移
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日本における研究費獲得の
ジェンダーギャップ

男女別科研費（全種目）新採択率の推移
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科学技術・学術政策研究所(NISTEP)定点調査(2019)

「女性研究者が活躍するための環境改善」
についての意識調査
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連携型

牽引型

先端型

全国ネットワーク中核機関（群）
(2018-2023)

調査分析(2019- )

特性対応型(2020- )

なぜ「全国ダイバーシテｲネットワーク」なのか？

 ジェンダーギャップの是正は大学改革における重要課題だ
と認識されるようになった

 ダイバーシテｲ研究環境実現事業の好事例は横展開される
べきとの認識が強まってきた

 今こそ、全国規模で、大学、研究機関、企業をつなぎネッ
トワークを構築する時

文部科学省「ダイバーシテｲ研究環境実現イニシアテｲブ」



全国ダイバーシテｲネットワークに期待する

 全国ダイバーシテｲネットワークの構築

 新型コロナウイルス・パンデミック対応

 全国ダイバーシテｲネットワークの継続性

全国ネットワーク中核機関（群）(2018-2023)

幹事機関：大阪大学
協働機関：東京農工大学、日本アイ・ビー・エム株式会社

協力機関：日本学術会議


